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廃棄物 +廃棄物で紙をつくる

小津和紙＋愛知芸大 - サステナブル時代の、連想、偶発、アイディエーション！
産学連携プロジェクト

　このごろ、SDGs など、政府や自治体、企業の新たな目
標として、世界各地で様々な動きがある。SDGs は、持続
可能な開発目標。私達も、サステナブルデザインのプロジェ
クトに取り組んでいる。
　テーマは、「廃棄物+廃棄物で紙をつくる、サステナブ
ル時代の、連想、偶発、アイディエーション！」。

　いろいろ調査した結果、サステナブルの観点から、和紙
や手漉き紙などの伝統的な作法から新たなプロダクトが生
み出させる期待は大きい。
　これからは廃棄物を多く出す、ものづくりはしてはいけ
ない時代である。
　それらを打解するにはアイデアが必要である！
　
　制作ポリシーは、
①手漉き製紙の技術を使って再生（それは和紙と同じ作法）
②世界は紙原料で溢れている（有機物はなんでも紙にする）
③廃棄物、副産物、なんでもあり（捨てられる運命にある
ものを紙にする）
　
　本展では、そこから生み出された結果をレポートする。

既に多くの廃棄物紙をつくっている

紙をつくるところから、発想しないか？



｢スケーラブルな　廃棄物+廃棄物＝紙　の、仕組みをシンキングする｣

竹紙など、生料法もある。材料を砕いて、
そのまま成熟させ（腐食させ）
後は、洗浄、打解で紙原料にするなど。

有機物は全て紙にする!
例えば、廃棄される果物を混ぜると、
紙が固く、強くなるよ。柿渋みたいな効果がある。

Organic matter

廃棄物の原料によって、紙に個性が出る。
できるだけ選別したいよね。
でも、混ざっても、
個性のある素材ができるよ

基本は細かくする→アルカリで浸しておく
原料を柔らかく。

紙やプロダクトに向かない場合は、
肥料、土壌改良、またはバイオ燃料に
使えるかも。

伐採の木くず

天然素材の衣類
綿、麻

食品ゴミ
リサイクル紙 プラごみ

分類ができた
ファイバー製品

煮熟も最小限。
できるだけ化石燃料は使わない。

動力は水車からで
取りたいね。

アルカリの処理水は
中和して、浄化する。

製紙は、水の硬度の調整が必要。
軟水がむいている。

ファイバー原料の色が
黒っぽくなったら
建材や農業資材に。
自然に分解もするよ。

生分解性プラスチックと
紙原料を混ぜたら、
土中での分解が早まるし、
水漏れもないよ。

薄い紙が漉ければ、
糸にもなるよ

熟成時のガスは、
バイオマスにも使えるかも。

ドロドロのゴミも、ファイバーと
混ぜれば、形になるよ。

プラスチックフィルムが貼ってあると、
再生紙は作れないらしい。
生分解プラスチックなら、
紙リサイクルとの相性はいいかもね。

ヨーロッパの昔の紙は、
使い古した襤褸布から
できていたよ。

純粋な和紙は、再生紙にしても
いい紙ができますよ。
昔から漉き返しという技術があります。

薄い手漉き紙から、クラフト用の紙

プロダクトをつくるための、紙資材。

セルロースナノファイバーを使って、
構造強度をさらに上げるとか！

人の力も、機械の力も！

このプラントを動かす
程度の発電はできないかな？

ほとんど残りカスみたいだけど、
固まっているから、使いやすい。

わりと良質なファイバー

色は悪くても、とにかく強いファイバー

良いファイバー原料は
万能素材としてストックして。

選びに選べば、
食べられる紙もできるかも

地域の電気は、
地域でまかなえるといいよね。

とにかく、もう
有機物は燃やさないことに
したらどうかな？

デザイナーは、ゴミになるものを
デザインしてはいけない･･･。

個性のあるファイバー原料は、
アートの材料にもなるかもね。

紙の製法を利用して、
廃棄物を万能資源にする。

ポリエステルとかも、
ファイバー原料に混ぜてしまうとか。
マイクロ化しなければ大丈夫？

ファイバーはできるだけリサイクルする！
何度も再生できるから。

粉砕

Ｇrind、
Ｂeating 熟成

原料化

紙漉き

クラフト

紙製品

衣類

建材
農業資材

パッケージ

プロダクト

果物
野菜

プラントは見える化する。人々の意識高める。

製品化

Thinking about the Scalable System: Waste + Waste = Paper

Making all organic matter into paper! For example, mixing discarded fruit with paper 
makes the paper become harder and stronger. It has an effect like persimmon tannin.

Recycling fiber as much as possible 
because it can be recycled over and over again

Plastic waste

Wood chips from logging

Vegetable

Food Waste, 
Fruits

Fiber products that are classified.

Natural material clothing, 
Cotton, linen

The waterwheel should be reconsidered as a power source.

What if we decided not to burn 
organic materials anymore?

Perhaps polyester can be
mixed with fiber materials. 
If itʼs not micronized, it should be fine!

Depending on the waste material, the paper becomes unique.

In Europe, paper used to be made from worn out rags.

asically, fine the materials →Soak them into alkali to soften them

Ripening

Even if the color is bad, the fiber will be strong enough.

Materialize

Dependable quality fibers.

Alkali-treated water is neutralized and purified.

Keep boiling to a minimum.
Use fossil fuels as little as possible.

Adjustment of water hardness is required to make paper. Soft water is suitable.

Designers should not design things that will become rubbish.

From thin handmade paper to craft paper.

Pure washi can be made into good recycle paper.
There is a technique called "sukikaeshi (upcycling)" 
which has been used since ancient times.

Packages

Paper materials can make many products.

Unique fiber materials can be used for art.

It is said that plastic film should be removed to make recycle paper.
Perhaps biodegradable plastics match with paper recycling.

Products

Craft

Clothes

Building Materials

If the paper is made thinly, it can become yarn.

…for example, using cellulose nanofibers to strengthen structural strength!

When the color of the mixed waste and fibre raw material turns black, 
it can be used as a building material or agricultural material. 
It also decomposes naturally.

It would be nice if the community could cover 
the electricity in the area by itself 
so that it can contribute sustainable society.

Making plants visible to raise people's awareness.

The gases during the ripening process 
could be used for biomass.

Can we generate enough electricity to move this plant?

It's almost like leftovers, but it's solid, so it's easy to use. Sludge will hold a shape if it is mixed with fibers.
If biodegradable plastic is mixed with paper, 
it can form a leak-proof and easily 
biodegradable material!

Good fiber materials are
stocked as a versatile material.

Paper materials can make many products.

Paper products

Using the paper manufacturing process to turn waste into a universal resource…

recycled paper

There are also raw material methods, such as bamboo paper. 
Crumble and decompose the materials. Then, wash and beat them to make paper.

Preferably, the materials will be separated as much as possible.
Even though they are mixed,a unique paper can be expected.

Paper making

Human power and machine power should work together!

Agricultural Materials

Productization

If the material is not suitable for paper or products, 
it could be used for fertilizer, soil improvement, or biofuel.

Crushing

If you pick the materials carefully,  
you might even be able to make edible paper.

Organic matter

廃棄物+廃棄物＝紙 の試行錯誤から、あらためて見えてくることは、廃棄物紙には、様々な特徴があらわれることである。多くの有機物を紙にすることにより、予想外の性質の紙が仕上がり、
紙の特性を活用することができる。この発想から、今後の廃棄物を資源に変えて循環させていく社会の実現に関するアイデアが生まれてこないだろうか。
現在の実験は、小さなスケールであるが、大きな廃棄物処理のヒントにならないだろうか。今後、どのようなリサイクルシステムがイメージできるか考えてみた。
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